
学校の枠超えた活動へ思い
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∇
：
今
回
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
取
材
で
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
当
初
漠

然
と
し
た
思
い
で
大
槌

町
に
入
っ
た
学
生
の
「
変

き
な
い
支
援
を
Ｉ
と
の

思
い
に
駆
ら
れ
て
い

た
。

遭
う
か
も
し
れ
な
い
」
　
っ
た
だ
け
に
、
同
世
代

と
話
し
た
学
生
が
い
の
若
者
が
「
仲
間
や
ス

た
。
震
災
を
わ
が
こ
と
ポ
ン
サ
ー
を
募
り
、
被

▼
：
地
震
国
・
日
本
と
感
じ
た
証
左
だ
ろ
災
地
支
援
を
姶
め
た
い
」

に
生
き
る
私
た
ち
に
と
う
。

惨
事
直
視
学
生

に
箆

と
、
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
そ
う
と
す
る
姿
に

胸
が
無
く
な
っ
た
。
彼
ら

が
進
め
る
計
画
に
協
力
せ

化
」
。
被
災
者
の
暮
ら
っ
て
今
回
の
惨
事
は
人
　
▽
…
記
者
は
入
社
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
、
と

し
を
直
視
し
た
こ
と
で
、
ご
と
で
は
な
い
。
「
東
南
２
年
目
の
2
4
歳
。
学
思
っ
て
い
る
。

多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
掃
海
地
震
が
起
き
た
ら
、
生
時
代
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
　
　
　
　
　
（
山
本
友
否

岡
時
に
は
自
分
に
し
か
で
自
分
た
ち
も
同
じ
目
に
ア
ヘ
の
関
心
が
薄
か

た
」
　
「
前
向
き
に
生
き
よ
さ
ま
ざ
ま
だ
が
、
自
ら
の
　
町
出
身
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
調
浩
教
育
問
題
委
員
（
7
0
）
は

う
と
す
る
住
民
に
逆
に
励
生
活
を
見
つ
め
直
す
き
っ
整
員
元
持
幸
子
さ
ん
（
3
7
）
　
「
自
ら
ぶ
つ
か
る
場
を
つ

ま
さ
れ
た
」
ｊ
。
思
い
は
か
け
に
な
っ
た
。

住宅の基礎部分を埋め尽くす土砂とがれきを取り除
く学生ボランティアら－８月26日、岩手県大槌町

？
ｙ
　
イ
ぐ
１
く
ノ
″
一
一
ｄ
ｌ
Ｆ
ｆ
ｉ
ｔ

多
く
の
知
人
を
失
っ
た
。

は
、
他
の
被
災
者
同
様
、

「
悲
劇
を
人
ご
と
と
思
っ

て
ほ
し
く
な
い
。
実
際
に

目
に
し
、
感
じ
た
こ
と
を

岡
山
で
周
囲
に
伝
え
て
」
。

地
元
の
仲
間
と
学
生
の
橋

渡
し
に
尽
力
し
た
。

　
　
　
　
　
■

く
り
、
理
解
し
合
お
う
と

す
る
姿
が
頼
も
し
い
」
と

目
を
細
め
た
。

　
多
く
の
参
加
者
が
今

後
、
学
校
の
枠
を
超
え
た

被
災
地
支
援
の
グ
ル
ー
プ

活
動
立
ち
上
げ
へ
思
い
を

共
有
す
る
。
学
生
リ
ー
ダ

ー
の
環
太
平
洋
大
２
年
炭

　
最
終
日
の
未
明
、
白
髪
田
優
也
さ
ん
（
2
0
）
は
「
現

さ
ん
の
両
掛
け
で
宿
舎
の
地
で
で
き
た
こ
と
は
わ
ず

一
室
に
、
学
生
十
数
人
と
か
か
も
し
れ
な
い
が
、
岡

同
友
会
員
ら
が
集
っ
た
。
山
で
支
援
の
輪
を
広
げ
ら

　
　
「
こ
こ
で
も
っ
と
で
き
れ
た
ら
。
今
回
の
参
加
メ

る
こ
と
は
な
か
っ
た
か
」
　
ン
バ
ー
を
核
に
、
周
囲
へ

　
「
岡
山
に
帰
っ
て
何
か
で
声
掛
け
し
た
い
」
と
話
し

き
る
の
か
」
。
熱
く
語
る
て
い
る
『

姿
に
、
同
友
会
の
近
藤
章
　
　
湯
一
一
一
曝
露
腿

継
続
的
な
支
援

必
要
性
を
実
感

　
岡
山
経
済
同
友
会
（
岡
山
市
北
区
厚
生
町
）
が
８

月
末
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
・
岩
手
県
大
槌
町

に
派
遣
し
た
大
学
生
ら
の
復
興
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
。
参
加
者
は
今
も
残
る
爪
痕
に
巨
大
災
害
の
猛
威

を
実
感
、
継
続
的
な
支
援
の
必
要
性
を
学
ん
だ
。
現

地
で
の
３
日
間
の
活
動
に
同
行
し
た
。
（
山
本
友
百

一
石
｝
乎
・
大
槌
町

済
同
友
会
が
「
生
き
る
こ

と
や
働
く
こ
と
を
深
く
考

え
て
も
ら
い
た
い
」
　
（
黒

住
宗
道
団
長
）
と
企
画
。

国
際
医
療
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
岡
山
市
北

区
伊
福
町
）
が
支
援
す
る

大
槌
町
を
選
ん
だ
。
県
内

押
一
の
大
学
・
専
門
学
校
か

ら
3
9
人
が
参
加
し
た
。

　
活
動
２
日
目
の
2
6
日
、
大
２
年
白
髪
光
洋
さ
ん
　
学
生
は
作
業
の
ほ
か
、

学
生
ら
は
大
津
波
に
の
ま
（
1
9
）
。
山
の
よ
う
な
が
れ
住
民
の
案
内
で
小
グ
ル
ー

れ
た
町
中
心
部
で
、
が
れ
き
を
見
や
り
、
民
家
の
基
プ
ご
と
に
町
を
巡
り
、
震

き
撤
去
な
ど
に
当
た
っ
礎
の
泥
か
き
を
し
た
。
　
災
当
日
の
様
子
や
、
復
興

た
。
町
の
死
者
・
行
方
不
　
掘
り
返
し
た
土
の
中
か
へ
歩
む
人
々
の
声
を
聞
い

明
者
は
１
４
０
０
人
を
超
ら
現
れ
る
食
器
の
硯
片
や
た
。

え
、
建
物
は
漁
協
施
設
や
手
鏡
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
写
　
　
荷
と
な
く
こ
こ
に
来

住
宅
の
基
礎
、
壁
な
ど
を
真
…
。
「
以
前
こ
こ
に
あ
た
自
分
が
恥
ず
か
し
か
っ

残
す
の
み
。
崩
れ
た
堤
防
っ
た
の
は
普
通
の
生
活
。

の
隙
聞
か
ら
、
太
平
洋
に
私
た
ち
に
は
想
像
で
き
な

続
く
湾
が
見
え
る
。
　
　
い
″
日
常
″
が
も
た
ら
さ

　
　
「
発
生
時
の
テ
レ
ビ
映
れ
た
と
い
う
事
実
を
見
せ

像
は
外
国
の
出
来
事
の
よ
つ
け
ら
れ
た
」
と
話
す
。

う
だ
っ
た
が
、
想
像
以
上
　
　
　
　
　
■

の
ひ
ど
さ
」
と
環
太
平
洋
　
今
回
の
活
動
は
岡
山
経
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